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図書能サービスとしての協子図書館概念の構築について
茜
図書館が、 の国立大学の し 図書館はもとより
図書館サービスをスも含め我が
タートさせたの
間もなく丸6
どの
9年度、それも
なろうとしている。平成 10 とって
(今の文部科学省)
図書館プロジェクトが
実にこにポック・メイキングな年となったむこ
として、筑波大学も含め、ちつの国
されたのであるが、この5年間
臨書館プロ
ピス
身が
クトによって、
て大き
り返って見ると、この時スタートしたちつの電子
の 1T:社会における我が菌全体の
を与えたと言っても君いすぎではないと
に直接的にかかわっており、平成 10年度にスタ…トし
クトにも間接的に関わってきたので、この発言は
し号を免れないが、その誤解を甘受しておえも、敢えてなお紛れもない事実
ることであるむなぜなら、この 5年間に急激に普及した国公私立大学のであると
、ず
心 ピスの内容に、多くの場面において、
ピスの軌跡を見ることができるからである。6 し
文部省はこれ以前にも を してきた。
していたし、学術情報センタ
よるフル・テキストの電子密書館技術の をじT)
していた。 回大の してい
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いれらの先駆関と犠本的に異なっていた点、は、いずれの
(晴報処理技術)の先駆的実験として実施するのではなく、
ピスとして龍子図書麓を泣謹づけたことである。そのため、“電
けで完結する単独型の技術・事業としてではなく、
体像の中で捉え、図書館サ…ピスとしての
る。そのことが、それ以
しかも、それは、綿々の大学がバラバラ
(平成9年度)である筑波大学と京都大学および東京工業大学が、概算要求の段階かち
密に連絡と協議を重ね、また当時の文部省の担当係長の熱意も素晴らしいものであり、
らの考える電子図書館の捜念の具現を、予算上にも反映させることができたのである
らの考えた電子図書鵠とはどういうものだったのか。そして、それは今でも引き継が
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しているのか。
勿論この3 ピス内溶を個別に見てみると、それぞれに大き
生を提示し り、相担している点も多いが、全く る点も多い。 る考え方
ると次のようになる。
1 ピス を、従来の物理的な図書館サ…ピス活動と総合的・
2 オンライン図書・雑誌居録 と章子靖報リスト在統合的な視野で構築し、図書館サー
ピスの中軸
3 図書館自身が盟内外・学内外にオジジナノレな構報を発信する。
4 図書館が、冨内外・学内外のインターネットよの情報ナピゲ…ターとなる。
上述の考えに沿って具体的サ-1:::"ス内容の展開について見てみよう。
2 1 電子図書館を開始すると、一般的には、図書蕗という建物を中心とし
としての機能、本という物理的資料の収集提供機能としづ従来の問書館活動とは切り離し
て、単独のサーピスとしがちである。あるいは話来の図書館活動へのプラス・アルファと
みなしがちである。しかし、ユピキタス時代iこは、両者の機能を統合的に構成し、図書館
・毘書館運営の全体概念、を再構成‘再確立することが不可欠で、ある。 収集・提供、蔵
分類・配置、貸出・複写、レブアレンス、読書空間ハ
それ
なものと物理的なものを統合・総合化された構成とし、
の組織・構成も変えていくことが重要である。高者の
をさえ招きかねなしゅュもしれないだろう。
2 2 オンライ
開地から
ヨ録(“oP A C" : Online Public Access Catalog)は、
の蔵書検索道具として発達したものである。また、
テムに格納されている電子情報の自録は一般的には“電子靖報リスドと称され、オンラ
イン図書・雑誌毘録とは月iJ物として管理・提供されている ο 現在は、電子情報のストック
も僅少であり、そのような方法でも利用上の不便はあまり感じないが、ストック
となり、かっ、近年の閣議崩版方式の変花、ペーパーレス北、
及入力によって、同一内容の情報が物理的な図書と
両者の自繰在能子国書館システムの中で統合的な自
よび保存上の統一性を確保することが肝要である。そ
の図録を中轄として展開していくべきである。 収集・保存、
よび図書のテキスト化湖
される時代には、
し、検索上お
精算、場合によってはレアァランスも含め、複合的な図書館サーピス
ピスをそ
各種予約、対価
となろう。この
境帯電話の発ようなオンライン島録を斡とした各穂留書館サービスの展開は、
も手詰って、めざましい発展を見るようになってい
2 3 自身が でなく学外、 も我が国だけ く広く世界にオジ
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を発告するという
をもって追えら
体内に取り
この 3 平成9年度ぷ表明した時には、
従来、大学の外部にある靖報・資料
してきた。しかし、この 3
研究上の顕著な成果を、
に対して提供することを使命と
スタートに際し、当該大学の教育・
ることを前田に押し出した円それ
として大学改革を求められた時期に当たり、
-研究成果をより直接的に、しかも地球規模で、の窓として、
めの重要
従来になし
るた
をもつこととなっ
く新た
こうして、電子盟書館の実現i士、
を開き、このことによって、 な生命力合
具体的には次のようなものが実施されている。上記 3大学で言えば、
東工大は③に、京大は④に特徴がある。
ワ〉 大学で授与した学生論文(博士論文が主流)
② 大学で研究された研究成果(大学の公的資金によって研究された成果)
(ア〉
(イ)
(ウ)大学構成員による多様な研究の成果
(ア)先端科学のグレー・リテレチャ
(イ)学協会などの発表報告
④ 大学が所議する特色あるコレクション資料
。大学が所蔵する糞重資料 など
2-4 国書館の般も中枢的な機能辻、昔も今も、情報・資料のナピゲーションであるむ
レファランサ…の力量は、議蓄に精通し、 vブァランス・ツーノレに通暁し、教育・研究の
動向に感応し、利用者の求める培報・資料を如判に的確に提洪できるかにかかっている
によって、国書館におけるレブアランス業務はインターネット
そも顎査対象とすることとなり、図書舘専門員の精通すべき情報・資料は従来の数倍も増
となった。ひとつは、利用者の個別レファランス
と知識によって値別に必要な言報へ誘導する方法である G が、
ビスのP'J芝まとして、組識的・
を持つこと
り国書語員
えた。しかも、 って、レブァランス は、二つ
????
?
? ? ，
?
????。?
者自身の平によって、電子的
???
??? ? ?
えられる。ひとつは、従来の留別レブ
“レファランスQ&A"を電子語審館上に
なレファランス方法としてー
ァランスの謂査結果な蓄積し、それに
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設定する方法(むろん検索機能を付して)で、学生などからよく出される質問には、極め
て効果的で、図書館員の重複労力の省力にもなるものであろう口
しかし、電子図書館上においてレファランス機能として最も重要な効果を持つナピゲー
ション・システムは、インターネット上の他の情報源へ直接的に誘導してくれる“リンク
集"である。
この“リンク集"を各大学がそれぞれの大学の特色に照らして、どのように組み立てる
かによって、電子図書館の機能は教育・研究の推進に数等倍の効果を発揮するであろう口
利用者は、自らの手で世界中の情報の中から必要な情報に短絡・合理的にアクセスできる
こととなる。筑波大学の“国内外のサーチ・エンジン・リンク集"や“オンライン・ジャ
ーナル・リンク集"など良く調査の行き届いたリンク集である。最近では、東京学芸大学
の“教育系vVebページ全文検索"など意欲的なリンク集も生まれている。
これに関し、図書館情報学に関するメタデータ・データベースを構築した図書館情報大
学の電子図書館は、いわば図書館情報学に関する壮大なリンク集と言うべきものであった。
この電子図書館は 同大学の筑波大学との統合に際し、筑波大学に設置された知的コミュ
ニティ基盤研究センターに引き継がれたが、今後の動向が注目される口
大学図書館における電子図書館サービスは、先導的実施から 5年を経て、規模の大小は
別にして多くの国立大学で実施されるようになり、冒頭に挙げた I1 Jおよび I2 Jにつ
いては、ほぼ着実な方向となり、 I3 Jについては数量として充分ではないにしても各大学
とも実行されつつある。今後は r4 Jをどのように展開するかが課題で、各大学がそれぞ
れに特色と独自性を発揮しながら実施していくことが肝要である。
(もり・あかね 前図書館情報大学事務局長・元筑波大学図書館部長)
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